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［場　　所］ 各務原市各務おがせ町3-46-1 村国神社境内

［駐 車 場］ 無料  周辺MAP内

［自家用車］ 国道21号「山の前町」または「おがせ町」交差点を北へ約10分

［電　　車］ 名鉄苧ヶ瀬駅から徒歩30分

国指定重要有形民俗文化財、各務の舞台「村国座」は、明治
時代に建てられた農村歌舞伎舞台で、廻り舞台を備えた舞
台と客席を持つ本格的な地歌舞伎舞台です。130年という長
い時間の中で建物が老朽化したため、約3年間の「村国座 平
成の大修理」を行い、2009年1月に完成しました。

村国座について

かかみがはら未来文化財団が主催する文化を「はぐくむ」事業の一環として、国
指定重要有形民俗文化財「村国座」において、新しい「歌舞伎」の見方や楽しみ
方を提案するトークイベントを開催します。トークテーマは「私と古典」。1日目は、
幅広い分野で活動しているクリエイター「いとうせいこう」さん、2日目は、小説
家・ミュージシャンの「町田康」さんをゲストに迎え、独自の審美眼で「古典芸能」
を捉えた活動や、「ラップ」と「パンク」という、2人の音楽の出自と古典との関係
を紐解きながら、歌舞伎方面に向かっていきます。ファシリテーターは、両日とも
に情報科学芸術大学院大学［IAMAS］の小林昌廣教授。日頃、古典や表象文
化論の研究を行っている小林先生から、ゲストの2人の芸能観、人間観、身体観
を炙り出していただきます。
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